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表面の低速電子線回折を利用したスピン検出器 (LEED detector) を用いた電子分光装置を整備し取付け，その性能
を実験的に評価した。
次に Ni3p ， 3s 内殻のスピン分解光電子分光を行った。 3p 励起スペクトルでは，メインピーク，サテライト共に特徴
的なスピン偏極度を示すことを実験的に初めて明らかにした。この結果は最近の不純物アンダーソンモデ、ルに基づ、い
た理論計算でよく説明できることがわかった。ただし， Thole らの理論計算では 3p-3d 電子間相互作用が過大評価さ
れていたが，本実験からそれらの精度の高い評価が可能になった。一方， 3s励起スペクトルは 3s3 d 9 と 3s3d 10 終
状態の混成が重要であり，そのスピン偏極度は 3s3d 9 終状態の交換相互作用に支配されていることがわかった。旬、
3s 励起スペクトル共に c3d 1O終状態 (c :内殻ホール)は c3d 9 終状態のスピン三重項成分と強く混成しているこ
とを実験より証明することができた。
3p 内殻に正孔を励起した後に起こる Mぉ VV (ノーマル)オージェ電子のフピン分解測定では，従来の予想と反し
て主構造だけでなく 3p 電子の結合エネルギーよりも大きなエネルギー(運動エネルギー約67eV) 領域にも正のスピ
ン偏極度が観測された。主構造のスピン偏極度についてはオージェ過程の 3d 7 及び 3d 8 終状態の混成により説明で


















こなえば3p-3d 電子間相互作用や混成などが高い精度で評価できる o 一方， 38 のメインピークとサテライトについて
は 383d 9 383 d 10 終状態の混成が重要であり，スピン偏極度は 383d 9 終状態の交換相互作用に支配されていることが
明らかにされた。 3p ， 38 励起スペクトルと共に c 3 d 10 終状態 (c :内殻ホール)は c 3 d 9 終状態のスピン三重項
成分と強く混成していることが本実験より証明された。
3p 内殻に正孔を励起した後に起こる M23VV (ノーマル)オージェ電子のスピン分解測定では，予想に反して主構
造だけでなく 3p 電子の結合をエネルギーよりも大きなエネルギー(運動エネルギー約67eV) 領域にも正のスピン偏
極度が観測された。主構造のスピン偏極度についてはオージェ過程の 3d 7及び 3d 8 終状態の混成により説明された。
運動エネルギーが大きい領域では偏極度の大きい 2 次電子が 3p ホールの崩壊に続いて励起されるとする新しい解釈
が得られた。
これらの解釈は従来の解釈に対して独創性に富むものであり，博士(工学)学位を授与するにふさわしいものと認
められる。
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